
Hyogo Prefecture

ひょうご地域創生フェス2026“カケルDAY”の開催

地域課題の解決に取り組む人たちがつながり、新たな活動を生み出す「ひょうご地域創生フェス

“カケルDAY”」を９月３日(木)に開催します。今年度は、地域活動を紹介する59のブースをはじめ、

地域創生の新たなヒントとなる基調講演やパネルディスカッション、出展者と来場者が交流する自

由参加型ワークショップ等を実施し、分野や地域を

越えたコラボレーションを生み出していきます。

＜問い合わせ先＞企画部地域創生課 MAIL：sosei@pref.hyogo.lg.jp

開催日時 2026年９月３日（木）11:00～18:00

会 場 KIITO デザイン・クリエイティブセンター神戸

出  展  者   地域創生に取り組む個人･団体･企業･学生･行政など

※詳しくは特設サイトでご確認ください

入  場  料 無料 ※事前申込制（当日参加も可能）

申込はコチラ ⇓

https://hyogo-chiikisousei-collab.jp/kakeruday2026/

後 援 兵庫県市長会、兵庫県町村会

区分 ブース数

個人 12

団体・企業 41

学生 6

計 59

活動地域 ブース数 地域創生プレイヤー活動例

県内全域 13 バイクツーリングで各地の観光資源を繋ぎ、SNS発信と周遊観光による地域消費を拡大 等

神戸・阪神 15 「10年住んだら持ち家になる空き家」という新たな仕組みの展開による移住・定住の促進 等

播磨 18 地元の人で制作する「地元の本」を通じた地域の魅力発信、地域づくり 等

但馬 9 星空を地域資源として捉えた新たな観光や体験価値の創出の研究 [学生枠] 等

丹波 1 地域と行政と関係する人とコミュニティが協働する仕組みづくり 等

淡路 3 木工や竹細工の体験活動を通じた自然やものづくりの次世代への継承 等

ステージイベント

11:40 基調講演『これからの地域創生』

① 奥田 絵美 氏（㈱ママそら代表取締役） 「女性と子どもの視点で描く地域の未来」

② 萩原 英治 氏（萩原珈琲㈱代表取締役） 「地域に根ざした老舗企業の新しい挑戦」

14:00 パネルディスカッション
『出展者の考えるこれからの地域創生』

16:20 パネルディスカッション
『兵庫県北部エリアの実践者と考える地域創生』

交流イベント

12:50 ＆ 15:10 自由参加型ワークショップによる交流

奥田氏 萩原氏

● 当日のイベント

● 地域創生プレイヤーの活動紹介ブース

● 開催概要

カケルDAYとは…
「掛ける(ｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ)」、「 (未来へ)翔ける」、「(未来を)描ける」、
「 (地域を)駆ける」など、地域創生の実現を連想させる様々な意味を

有する｢カケル｣と、特別な日を想起させる｢DAY｣を組み合わせた名称。

https://hyogo-chiikisousei-collab.jp/kakeruday2026/
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